
































































































































































































































































































































































































































































































































































6谷1．．号 河酉 原発．性非危型肺炎の病原1 73
の接種で病変陽性イダtiを認めるので，このことは1Ff
能のように思われる。との場合；鶏胎感染の存否の
証明は，Eatonの述べたと同糠に羊膜漿尿液のみ
でなく，肺，三管，．喉頭の乳剤を動物に接種せし
むることによって行った。
　　ハムスタ　一一への感染は，ユ942年EatQnは感受
性ありと述べてV・るが，私の例では，ハムスター
への感染例は少なく，その定型的．のものは出野株
9代卜．i肺乳剤のハムスタ　一一への経鼻感染に見られ
た。しかも同例に行ったマウスの病変が陰性であ
った点については不明であるが，この陽性ハムス
ターの病変ぽEatonのハ．ムスタ・・の病変と非常
に：よく一・致してV・る。
　以上の本実験において分離されたVirusが，す
べての本症患者に分離されるカ、否かについては，
実験例数の少ないため明確でないが，私の例では，
非常にマウスに感受性のある群と，1全然感受性の
見出されぬ群と，さらにその．中間ρ位置を占める
淋に分れた。ことで非常に：強い感受性を示し．た横
井，原，出野は殆ど同時1・1月に発生してV・ること，
さらに前2者は患．者同志が同じクラスであった．こ
とから，とれら3株は同じ病原と思われる。これ
に反し，立野，鹿野，小路口の3例は，発症10日
以内の有熱時に探干したのにかかわらす，何等マ
ウスに：対して病変を表わさない。とのことがらし
て本症が・一．・種のVirusから起るのでなく，他の
Virusでも起り得るのでないかと考’えられる。・な
お1949年Eatonも彼の分離したVirusと関係．の
な．い病原体が本症に似た疾患を剋したと述べ，該
肺．炎：と診断された中で，彼の分離したVinlsに対
して湘．清学的に陰性反照藤を示’すものもあり，原因
的に種々棚をもつているの．でないかと述べてV・る。
結 論
　　1）原発性非定型肺炎：患、者10例の含漱液より
Virusを分・離した．。
　　2）　とのVirusはBerkefeld　N，　Chamberland
Lg，：L3を通し，　Seitz　EKは通さな：Vb。
　　3）本病毒はマウス累代接種時期に．より，割合
に動揺し，’動物致死の場合と，さうでない場合と
あり，また．途：巾沿失することもある。
　　4＞稀釈度ぱ10『3～10－4で感染力’を有す。
　　5）一3。～一5℃の保li一　tc　Ss　v）ては，毒力は1
週四位で減弱する。
　　6）ハムスタ　・一への感染は時に成功するが，そ
の病変は累代感染できなかった。　1
　　7）難胎培養の可能性がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n召禾n29．　6．　11受付一）
Summary
　　　A　．filterable　virus　producing　pulmonary　consolidation　in　mice　was　isolated　from　the
throat　washings’　obtained　from　10　of　13　patients　with　a　clini，cal　syndrome，　diagnosed　as
atypical　pneumonia　during　the　winter　of　1951－l　q．　52．
　　　The　data　are　summarized　as　follows：
　　　1．　The　virulence　of　the　vjrus　is　not　constant　in　the　various　stages　of　passage　and　in
some　stages　it　is　lethal　while　in　eertain　stages　it　is　less　virulent　and　is　even　liableto　disappear．
　　　2．　The　virus　was　filterable　through　Berkefeld　N，　Chamberland　L2　and　L3　but　not
through　Seitz　EK　filters．
　　　3．　The　infection　titers　decrθased　re皿arkably　by　storage（一3。　to－50C）．
　　　4．　The　mouse　adapted　virus　was　also　pathogenic　to　hamster　but　it　could　not　be
tnaintained　by　Serial　passage．
　　　，5．　Cultivation　of　the　virus　in　embryonated　chicken　eggs　seems　to　be　possibille　based
on　the　fact　that　the　virus　isolated　from　throat　washing　is　obtained　fro皿one　of　the
aforesaid　patients　and　that　in　two　cases　mice　were　jnfected；
6．　The　virus　was　neutralized・　by　the　serum　of　conralescent　pat，ients　suffering　from．
the　infection，　but　was　not　neutralized　by　nor皿al　human　serum．
7．　The　emu！sion　of　infected　mouse　lungs　was　inoculated　into　rabbit．　The　serum　of
the　rabbit　showed　a　remarl〈able　increase　in　cold　hemagglutinin　titers．
　　　8．　The　pathologieal　changes　of　the　infected　mouse　and　hamster　were　of　interst．itial
pneumonia，　identical　with　Eston’s　findings．　（Received　June　n，　lg54）
